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１．はじめに－計画の目的・計画の性格 

１．はじめに－計画の目的・計画の性格 

１－１ 地域みんなの計画 

私たちの日吉地域は、 令和４ 年 1 0 月 1 0 日に「 日吉地域自治町民会議」 を設立し

まし た。  

日吉地域では住みよい地域づく り のために、区をはじ め、地域の各種委員・ 団体（ 公

民館、 社会福祉協議会、 民生児童委員、 農業委員、 消防団、 老人会、 推進員会、 体育

振興会、 交通安全協会、 子ども 会育成会、 土地改良区、 小・ 中学校Ｐ Ｔ Ａ など） は、

大き な役割を 担っ てき まし た。  

一方、 日吉地域も 例外ではなく 、 養老町の状況と 同じ よう に、 少子高齢化と 人口減

少が進んでおり 、地域における活動の停滞や、それに伴う 活力の低下が懸念さ れます。

こ の変化を住民も 実感するよう になっ ており 、 地域の生活に及んでく る問題が深刻化

する前に、 みんなが前向き に話し 合い、 将来にわたっ て住み続けるこ と ができ る地域

づく り が一層求めら れます。  

一方では、 町の財政事情は高齢化に伴う 福祉関連の支出増加、 国全体の大き な経済

成長は望めず、 国から の交付金・ 補助金は絞ら れて、 ますます町の行財政事情は厳し

く なっ ていき ます。  

こ れから の確実な地域づく り 推進のためには、 今まで以上に地域住民の力を引き 出

し 、 住民のニーズに即し たまち づく り を みんなで進める こ と が不可欠です。 さ ら に、

地域の問題解決やまちづく り のためには、 住民や各種団体などと 行政と が共通の目標

を 持ち、 役割分担し て「 協働」 でまちづく り を 進めるこ と も 必要です。  

こ のため、 日吉地域自治町民会議においては、 地域に様々な団体のネッ ト ワーク 化

を 図り 、 住民・ 区・ 各種団体・ 企業などが連携・ 協力し て地域が一体と なっ て力を発

揮し ていかなければなり ません。  

そこ で、日吉地域の住みよいまちづく り を目指し て、住民が主体的になっ て取組み、

協働を 推進するために地域まちづく り 計画を策定し ます。  

 

※協働： 同じ 目的のために、 対等な立揚でそれぞれが団体等の特性を生かし て協力

し て共にまちづく り を 進めるこ と  

 

【 計画の性格】  

○地域まちづく り 計画は、 住民が課題を みんなで共有し て、 各種団体のこ れまでの

経験を 生かし ながら 力を 合わせてま ち づく り に取り 組んでいく ための指針と な

る計画です。  

○計画的にまちづく り を 進めていく ため、 地域自治町民会議が事業計画を 立案する

際の根拠と し ます。  

 

 

１－２ 計画づくりの進め方 

日吉地域まちづく り 計画は、 令和４ 年度に実施し た「 地域まちづく り アンケート 調

査結果」 を基に地域の課題を 整理し まし た。 こ れに次いで、 令和５ 年度内に各部会に

より 先行事業に取り 組んでいく こ と と その内容に留意し ながら 、 部会長が参加する役

員会における議論を 経て策定し まし た。  

さ ら に、 計画づく り の過程においても 地域住民の意見を様々な機会を通じ て得なが

ら 、 内容を固めてき まし た。  
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１．はじめに－計画の目的・計画の性格 

図表 日吉地域まちづくり計画策定の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※【 参考： 各部会の実践課題の認識】  ： 計画の推進、 内容の見直し のための参考 

 設立前の資料から 部会名称などを設立後のも のに変更 
〇総務・ 安心・ 安全部会 

・ 各地区の諸問題解決及び行政区組織の効率化 
・ 自治町民会議の広報活動 
・ 防災対策及び活動の推進 

防災体制表（ 昼夜の在宅者〉、 ハザード マッ プ 
・ 防犯対策及び活動の推進 

空き 巣対策、 防犯カ メ ラ 、 防犯灯（ LED 化）  
・ 交通安全対策及び活動の推進 

登下校時の危険箇所把握 
〇産業・ 環境・ 美化部会 

・ 環境の保全及び整備の推進 
ゴミ の不法投棄、 ポイ 捨て、 耕作放棄の田畑、 子ども 会花壇（ 三世代花壇）  

〇健康・ 福祉部会 
・ 健康づく り の推進 

ラ ジオ体操、 軽スポーツ 
・ 高齢者の生き がいづく り の推進 

老人会組織の見直し 、 独居老人、 福祉員配備 
〇文化・ 教育部会 

・ 地域の子ども の育成、 子育て支援 
少子高齢化、 コ ミ ュ ニティ スク ールと Ｐ Ｔ Ａ 活動 

・ 地域の歴史や伝統文化の伝承 
本物の文化に触れる・ 学ぶ、 出前講座活用 

地域の状況や課題の把握 

・地域の主要課題
の確認 

・地域の将来像の
検討 

・具体的な取組み
内容の検討など 

計画案概要版
の作成 

計画案の作成 

地域まちづくりアンケート調査（令和４年度） 

地域自治町民会議
による令和５年度
の先行事業の検討
と実施 

住民からの意見聴取 

計画の策定（確定） 

各部会の実践課題
の検討（※） 
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２．「住みよいまちづくり計画 日吉」の概要 

２．「住みよいまちづくり計画 日吉」の概要 

２－１ 計画の名称 

日吉地域まちづく り 計画は、 住民に親し みやすく 、 また、 住みよいまちづく り を めざ

す計画と し て、  

 

    「 住みよいまちづく り 計画 日吉」  

 

と いう 名称にし ます。  

 

２－２ 計画期間 

「 住みよいまちづく り 計画 日吉」 の計画期間は、 ５ 年間と し ます。  

また、 地域の状況変化や住民の声から 重点的に対処すべき 課題が出てき た場合には適

宜見直し を 図り 、 地域の課題を 解決する方向性と 取組みを 追加・ 修正し ます。  

 

計画期間 ５ 年間 

令和６ （ 2 0 2 4 ） 年度～令和 1 0 （ 2 0 2 8 ） 年度 

 

２－３ 計画の構成 

 「 住みよいまちづく り 計画 日吉」 は、 地域の将来像など、 将来方向を掲げて、 こ れ

から の取組みを 示し ます。  

 主な内容は次のと おり です。  

日吉地域の将来方向 

先行事業の展開  

こ れから の取組み  

計画の推進 
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３．日吉地域の将来方向 

３．日吉地域の将来方向 

アンケート 調査結果なら びに、 現状整理、 役員会での意見交換から 、 日吉地域の将来

方向の検討に際し ては次のよう なキーワード を抽出するこ と ができ まし た。  

 

【 まちづく り のキーワード 】  

・ 誰も がみんな  ・ 世代を 超えて  ・ みんなで創る  ・ 老いも 若き も  

・ 住み心地が良い ・ 住み続けたく なる 

・ いいと こ ろ    ・ 誇り あふれる 

・ 自然と 文化と 仲間  ・ 古墳、 遺跡    ・ 日吉の歴史 

・ 会話がはずむ  ・ 心がはずむ 

・ まずやる   ・ パワーアッ プ 

 

 

３－１ まちづくりの理念 

日吉地域は、 次のよう な考え方に基づいて、 まちづく り を 進めます。  

地域の魅力探し と 魅力伸ばし にまい進し ます。  

 日常的に慣れ親し んだ地域については、 その良さ や魅力を 忘れがちになっ ていま

す。 住みよいまちづく り のためには、 地域を 再発見し て、 ほかの地域にはない歴史

資源、 自然資源、 人材を 生かし て、 みんなで地域の魅力を 創出し て内外にアピール

するまちづく り を 進めます。  

みんなで考え、 みんなで幸せを築き ます。  

 人口減少や少子高齢化を でき るだけ抑制するこ と や、 それに対応し たまちづく り

が求めら れます。こ のため、世代を 超えて地域のみんなの意見を尊重すると と も に、

みんなが主体的に考えて、 自主的に行動し て心がはずむよう なまちづく り を進めま

す。  

 

３－２ 日吉地域の将来像 

まちづく り の理念を 踏まえて、 日吉地域の将来像を次のよう に掲げます。  

みんなのふるさと 誰もが住みよいまち 日吉 

 

地域の持続性の維持 

日吉地域にでき るだけみんなが住み続けたり 、 出身者が戻る、 新たに住みたい人

を確保し ます。 また、 日吉地域の快適な居住環境、 自然環境を継承し て、 地域の持

続性を 維持し ます。  

地域の個性と 新たな魅力づく り （ 日吉ブラ ンド ）  

日吉地域は古代遺跡の歴史に恵まれているこ と を 改めて思い起こ し 、 住民がふる

さ と 日吉に誇り を 持ちます。 こ れから 先、 誰も が日吉地区の良さ を 知り 、 それを 伸

ばし ながら 、 日吉固有の資源と し てアピールし ます。  
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３．日吉地域の将来方向 

誰一人と り 残さ ない「 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 推進」 へつながる 

地域の未来を築いていく ために、 一人ひと り が住みよいまちを 創造する取り 組み

を始めます。 こ れは世界共通の目標であるＳ Ｄ Ｇ ｓ の推進につながり 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の

理念の一つである誰一人と り 残さ ないこ と を 地域づく り においても 実現し ます。  

なお、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ については、 地域の共通の課題と し て、 徐々に浸透を 図っ ていき

ます。  
 ※Ｓ Ｄ Ｇ ｓ （ Su sta in a b le D evelo p m en t G oa ls）： 持続可能な開発目標 

2 0 1 5 年 9 月に国連で決めら れた 2 0 3 0 年までの指針で、「 誰一人取り 残さ ない」 持続可
能で多様性と 包摂性のある社会の実現を目指し たも のです。  

内容は、「 1 7 の目標」 と 「 1 6 9 のタ ーゲッ ト (具体目標)」 で構成さ れています。  

ＳＤＧｓの 17 の目標 

 

SDGs 17 のゴールのロゴの内容（国際連合広報センター資料より。一部要約） 

目標１  貧困を なく そう  あら ゆる 場所のあら ゆる形態の貧困を 終わら せる 。  

目標２  飢餓を ゼロに 飢餓を 終わら せ、 食料安全保障及び栄養改善を 実現
し 、 持続可能な農業を 促進する。  

目標３  すべての人に健康と 福祉を  あら ゆる 年齢のすべての人々の健康的な生活を 確保
し 、 福祉を 促進する。  

目標４  質の高い教育を みんなに すべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を
提供し 、 生涯学習の機会を 促進する 。  

目標５  ジェ ン ダー平等を 実現し よ う  ジェ ン ダー平等を 達成し 、 すべての女性及び女児の
能力強化を 行う 。  

目標６  安全な水と ト イ レ を 世界中に すべての人々の水と 衛生の利用可能性と 持続可能な
管理を 確保する 。  

目標７  エ ネルギーを みんな にそし て
ク リ ーン に 

すべての人々の、 安価かつ信頼でき る 持続可能な近
代的エネルギーへのアク セスを 確保する 。  

目標８  働き がいも 経済成長も  すべての人々のための包摂的かつ持続可能な経済成
長、 雇用およびディ ーセン ト ・ ワーク を 推進する 。  

目標９  産業と 技術革新の基盤を つく
ろ う  

強靭なイ ン フ ラ 構築、 包摂的かつ持続可能な産業化
の促進、 イ ノ ベーショ ン の推進を 図る。  

目標 1 0  人や国の不平等を なく そう  各国内及び各国間の不平等を 是正する 。  

目標 1 1  住み続けら れる まちづく り を  都市を包摂的、 安全、 レ ジリ エント かつ持続可能にする。  

目標 1 2  つく る責任つかう 責任 持続可能な消費と 生産のパタ ーン を 確保する 。  

目標 1 3  気候変動に具体的な対策を  気候変動と その影響に立ち向かう ため緊急対策を取る。  

目標 1 4  海の豊かさ を 守ろ う  海洋と 海洋資源を 保全し 、 持続可能な形で利用する。 

目標 1 5  陸の豊かさ も 守ろ う  森林の持続可能な管理、砂漠化への対処、土地劣化の
阻止、 生物多様性損失の阻止を 図る 。  

目標 1 6  平和と 公正を すべての人に 公正、 平和かつ包摂的な社会を 推進する。  

目標 1 7  パート ナーシッ プで目標を 達
成し よう  

持続可能な開発のための実施手段を 強化し 、 グロ ー
バル・ パート ナーシッ プを 活性化する。  
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４．先行事業の展開 

４ 先行事業の展開 

 日吉地域では、 地域自治町民会議の活動を 早期に開始するために、 まちづく り 計画の

策定と 並行し て、 令和５ 年度に４ つの先行事業を 進めてき まし た。  

 先行事業の状況を踏まえ、 また、 事業が軌道に乗る見込みを 付けながら 、 まちづく り

計画を策定し まし た。  

 

事業名【 担当部会】  目 的 内 容 

生活支援日吉おたす

け隊 

【 総務・ 安心・ 安全

部会】  

身体的健康上の理由や運転免許

返納などの理由によ り 、 自分で行

う こ と が困難な家事を 代行する こ

と によっ て高齢者等弱者世帯を 支

援し 、 地域で支え合う 社会づく り

を 目指す。  

①家庭ごみ出し 、②資源回

収、③粗大ごみ処理を 代行す

る。  

地域見守り 隊（ 見守

り たい）  

【 健康・ 福祉部会】  

 

各地区に居住する 高齢者（ 独居

老人・ 高齢世帯の安否の把握と 生

活支援を 行う 。  

高齢者と の連携を 密にし 、 気軽

に声掛け、 連絡でき る 環境づく り

を 行う 。  

 

見守り 隊によ る 高齢者世

帯の見守り 、安否の把握を行

う 。  

対象者の個人情報を守り 、

希望意思に沿っ て実施する。 

日吉ク リ ーン作戦 

【 産業・ 環境・ 美化

部会】  

町内のポイ 捨てごみを 一掃し て

美化を推進する。  

ご み出し 時の分別知識を 深め

る。  

 

町内ご み一掃活動を 各区

単位で実施し 、それに合わせ

て、ごみ収集所で区長がポス

タ ーを 使用し て、ごみの分別

等のミ ニ講習会を 行う 。  

象 鼻 山 フ ェ ス タ

2 0 2 3  

【 文化・ 教育部会、（ 地

域自治町民会議事業

と し て実行委員会に

より 実施）】  

 地域の誇り である 象鼻山及び象

鼻山古墳群を知り 、後世につなぐ 。 

 

 実行委員会により 企画・ 準

備と 開催を 行う 。  

1 1 月４ 日（ 土） にイ ベン

ト 、象鼻山までのウォ ーキン

グ等を 実施する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 

象鼻山フェスタ 2023 
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５．これからの取組み 

５ これからの取組み 

こ れから の取組みは、 令和５ 年度に実施し た４ つの『 先行事業』 を 踏まえて、 それ

ら を充実さ せる３ つの『 スタ ート ・ プログラ ム』 と 、 スタ ート ・ プログラ ムを継続し

つつ、 無理なく ステッ プアッ プさ せていく 『 発展プログラ ム』 で構成し ます。  

 

 

 

 

・ 生活支援日吉おたすけ隊 

・ 地域見守り 隊（ 見守り たい）  

・ 日吉ク リ ーン作戦 

・ 象鼻山フ ェ スタ 2 0 2 3  

 

 

 

 

 

【 プログラ ム１ 】 助けあいと 見守り のまちづく り  

【 プログラ ム２ 】 ごみのない美し いまちづく り  

【 プログラ ム３ 】 歴史・ 文化、 自然を 学び大切にするまちづく り  

 

 

 

 

 

【 プログラ ム４ 】 災害への備え、 災害時の対策 

【 プログラ ム５ 】 空き 家の対策、 環境の維持 

【 プログラ ム６ 】 世代間交流と 子育て支援、 健康づく り の推進 

 

  

スタート・プログラム 

先行事業の充実と、既存事業に無理なく取り組む 

発展プログラム 

スタート・プログラムを継続しつつ、無理なくステップアップ 

先行事業（Ｒ５） 

計画づくりと並行する取組み 



 

8  

５．これからの取組み 

【スタート・プログラム】 

 

 

 

 

プログラムの目的 

 「 生活支援日吉おたすけ隊」 が、 健康上の理由などで自立し た生活が難し く なっ た

高齢者のごみ出し を お手伝いし ます。  

 また、 高齢者世帯などを「 地域見守り 隊」 が巡回し て安否を 見守り 、 気軽な声掛け

や、 緊急時に連絡が取れる環境づく り を 行います。  

 

【 目標（ 将来の姿）】  

 地域で困っ た人を 見守り 、 助けあう 活動を盛んにし て、 誰も が安心し て生活するこ

と ができ る地域になっ ています。  

数値目標 
R５  
現在 

R1 0  注 釈 

（ １ ） おたすけ隊設置区数 １ ５ 区全て １ ５ 区全て 活動の継続・ 内容の充実 

（ ２ ） 地域見守り 隊の延べ実施回数 － 1 8 0 回 月１ 回・ 年 1 2 回×1 5 区 

（ ３ ） 前より も 安心し て暮ら せる地
域になっ たと 感じ る住民の割合 

－ 3 0 ％ 
Ｒ 1 0 年にアン ケート を
実施 

 

ＳＤＧｓの推進 

 ＜目標３  すべての人に健康と 福祉を ＞ 

  日吉地域の住民すべてが明るく 健康に暮ら し 続けるよう にし ます。  

 

取組み内容・主に取り組む主体・スケジュール 

取組み項目 内 容 
中心と なる 

主体 
R6  R7  R8  R9  R1 0  

R1 1
～ 

1 -1   
生 活 支 援 日
吉 お た す け
隊 に よ る ご
み出し 支援 

 それぞれの
区において ご
み出し の代行
を 住民ニーズ
を 把握し な が
ら 実施 

・ 総務・ 安心・
安全部会 

 
・ 区 

 

 

活 動 の

継続・ 内

容 の 充

実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

1 -2  
地 域 見 守 り
隊 に よ る 巡
回、安否確認
活動 

 独居老人・
高齢世帯の月
１ 回の巡回・
安否確認と そ
の情報共有 

・ 健康・ 福祉部
会 

 
・ 区 

 

各 区 で

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 -3  
相 談 体 制 の
充実 
 
 

 民生児童委
員、 社会福祉
協議会な ど と
連携し た相談
の充実 

・ 総務・ 安心・
安全部会 

・ 健康・ 福祉部
会 

・ 社会福祉協
議会 

 

 

相 談 体

制 の 検

討 

 

 

相 談 体

制 の 充

実 

    

【プログラム１】 助けあいと見守りのまちづくり 



 

9  

５．これからの取組み 

参考 

 

図表 地域での生活について関心が高いこと 

（Ｒ４アンケート調査結果） 

 

 

図表 お子さんにとってもっと良くなるといいと思うこと 

（Ｒ４アンケート調査結果） 

 
  

26.7

26.1

24.2

20.1

17.3

15.4

13.2

8.5

4.4

4.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

①家族のこと

⑦介護のこと

③独居対策

⑥地域共同活動

⑨特になし

⑤教育、学校

④家計のこと

②子育て

⑧その他

無回答

n=318 (%)

43.7

38.0

33.8

22.5

15.5

8.5

2.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

③遊ぶ場所

④事故、防犯対策

①通学について

⑦特になし

⑤地域でのイベント

②買い物する場所

⑥その他

n=71  (%)



 

1 0  

５．これからの取組み 

 

 

 

 

プログラムの目的 

 道路や公園の除草を 行う と と も に、 地域のポイ 捨てごみを 一掃するこ と で、 美し い

環境を 維持し て、 ポイ 捨てを 抑止し ます。  

 家庭から でき るだけごみを 出さ ないよう に啓発すると と も に、 ごみの分別講習を 開

催し てリ サイ ク ル意識を高めます。  

 

【 目標（ 将来の姿）】  

 日々の暮ら し でごみをでき るだけ出さ ない生活にし ており 、 地域を 歩いても ごみが

目につかない美し い地域になっ ています。  

数値目標 
R５  
現在 

R1 0  注 釈 

（ １ ） ごみ一掃活動の開催回数 
各区年 

1 ～２ 回 
各区年２ 回

程度 
各区の実情に応じ て回数
などを決める。  

（ ２ ） ごみ分別講習会を開催または
講習会に参加し た区 

－ 1 5 区全て 
区が合同で開催し たり 、
講習会に参加するこ と も
含む 

（ ３ ） 前より も 地域が美し く なっ た
と 感じ る住民の割合 

－ 3 0 ％ 
Ｒ 1 0 年にアン ケート を
実施 

 

ＳＤＧｓの推進 

 ＜目標 1 2  つく る責任・ つかう 責任＞ 

  物を大切にし て、 ごみを出す時はき ちんと 分別し ます。  

 

取組み内容・主に取り組む主体・スケジュール 

 
取組み項目 内 容 中心と なる 

主体 
R6  R7  R8  R9  R1 0  R1 1

～ 

2 -1  
道路・ 公園の
除草、ごみ一
掃活動 

 各 区 で 道
路・ 公園の除
草と ご み一掃
活動を実施 

・ 産業・ 環境・
美化部会 

 
・ 区 

 

 

各 区 で

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

2 -2  
ポ イ 捨 て 対
策 

 ポイ 捨て を
抑止で き る よ
う な 看板・ ポ
スタ ーを 作成 

・ 産業・ 環境・
美化部会 

 

表 示 内

容 の 検

討 

 

作成、掲

示・ 設置 

 

表 示 内

容 の 更

新検討 

 

作成、掲

示・ 設置 

 

  

2 -3  
ご み の 分 別
講習 

 住民向けの
ご みの分別講
習会の開催 

・ 産業・ 環境・
美化部会 

 
・ 区 

 

 

開催 

 

     

 

 

【プログラム２】 ごみのない美しいまちづくり 



 

1 1  

５．これからの取組み 

参考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（写真）日吉クリーン作成の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



 

1 2  

５．これからの取組み 

 

 

 

 

 

プログラムの目的 

 日吉地域の貴重な歴史・ 文化と 自然資源であり 、 地域の誇り でも ある象鼻山及び象

鼻山古墳群について、 みんなが知り 大切にし て後世につなぎます。  

 また、 象鼻山を はじ め地域の今までの歩みについて学ぶ、 ふる さ と 学習を 進めて、

地域への愛着を 高めます。  

 

【 目標（ 将来の姿）】  

 象鼻山をはじ め地域の歴史・ 文化、 自然が継承さ れて、 広く 知ら れるよう になっ て

おり 、 地域への誇り と 愛着が高まっ ています。  

数値目標 
R５  
現在 

R1 0  注 釈 

（ １ ） 象鼻山フ ェ スタ の参加人数 約 5 0 0 人 6 0 0 人 概ねの参加者数 

（ ２ ） 前より も 地域への愛着が高ま
っ たと 感じ る住民の割合 

－ 3 0 ％ 
Ｒ 1 0 年にアン ケート を
実施 

 

ＳＤＧｓの推進 

 ＜目標４  質の高い教育をみんなに＞ 

  象鼻山など地域の歴史文化、 自然について学び続けて継承し ます。  

 

取組み内容・主に取り組む主体・スケジュール 

 
取組み項目 内 容 中心と なる 

主体 
R6  R7  R8  R9  R1 0  R1 1

～ 

3 -1   
象 鼻 山 フ ェ
スタ の開催 

 象鼻山フ ェ
ス タ を 毎年１
回開催し て 内
容や参画者を
充実 

・ 文化・ 教育部
会 

・ 各種団体（ 実
行委員会）  

 

 

毎 年 開

催 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

3 -2  
ふ る さ と 学
習の推進 
 
 

 象鼻山フ ェ
ス タ の様子、
地域の歴史な
どを 学習 

・ 文化・ 教育部
会 

・ 公民館 
・ こ ども 園 
・ 小学校 

 

学習のコ

ンテンツ

作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

【プログラム３】 歴史・文化、自然を学び大切にするまちづくり 



 

1 3  

５．これからの取組み 

【発展プログラム】 

 

 

 

 

 

プログラムの目的 

 台風や豪雨、 地震、 豪雪の際にも 安全を 確保するこ と ができ るよう に、 日吉地域全

体の防災体制を 整え、 過去の教訓など防災について学び、 訓練を行います。  

 災害時の安否確認や避難体制を つく るなど、 緊急時にも 的確に安全を確保するこ と

ができ るよう にし ます。  

 

【 目標（ 将来の姿）】  

 台風や豪雨、 地震、 豪雪の時にも 誰も が安心し て生活するこ と ができ 、 緊急の時は

地域全体で助け合っ ています。  

数値目標 
R５  
現在 

R1 0  注 釈 

（ １ ） 地区防災組織の機能強化 活動中 機能強化 組織・ 活動内容の充実 

（ ２ ） 防災講座・ 訓練の開催回数 － 年１ 回 合同開催を含む。  

（ ３ ） 前より も 地域への災害に対す
る安全性が高まっ たと 感じ る住民
の割合 

－ 3 0 ％ 
Ｒ 1 0 年にアン ケート を
実施 

 

ＳＤＧｓの推進 

 ＜目標 1 1  住み続けら れるまちづく り を ＞ 

  災害に対し ても 安全で住みつづけら れるまちを みんなで実現し ます。  

 

取組み内容・主に取り組む主体・スケジュール 
取組み項目 内 容 中心と なる 

主体 
R6  R7  R8  R9  R1 0  R1 1

～ 

４ -1   
防災体制（ 安
否確認体制）
の整備 

 日吉地域と
し て の防災体
制（ 安否確認
体制） を 整え、
各区の防災組
織と 連携を 実
施 

・ 総務・ 安心・
安全部会 

 
・ 区 

 

組織・ 活

動 内 容

の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

４ -2   
防 災 講 座 と
訓練 

 防災講座の
開催、 ハザー
ド マ ッ プ の活
用、 避難経路
の検討、 防災
訓練を 工夫・
充実 

・ 総務・ 安心・
安全部会 

 
・ 区 

 

訓 練 の

工夫、講

座・ 訓練

の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

【プログラム４】 災害への備え、災害時の対策 



 

1 4  

５．これからの取組み 

取組み項目 内 容 中心と なる 
主体 

R6  R7  R8  R9  R1 0  R1 1
～ 

４ -3  
豪 雪 時 の 除
雪、安全確保 
 
 

 豪雪時には
除雪活動を 呼
びかけ、 地域
単位で 除雪が
行え る よ う 対
策を 検討 

・ 総務・ 安心・
安全部会 

 
・ 区 

 

安否確認

のし く み

の検討 

 

避難・ 安

否 確 認

訓練 

 

 

 

 

 

  

 

参考 

 

図表 地域の「防災」ついて関心が高いこと 

（Ｒ４アンケート調査結果） 

 
  

38.7

28.6

26.7

23.9

18.6

18.2

13.8

11.9

2.2

6.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

①地震

②台風

④豪雪

⑦火事

③豪雨

⑤交通事故

⑥詐欺

⑨特になし

⑧その他

無回答

n=318  (%)



 

1 5  

５．これからの取組み 

 

 

 

 

プログラムの目的 

 地域内の空き 家状況を調査し 、 リ スト アッ プし て情報を共有すると と も に、 危険箇

所がないか見回り ます。場合によっ ては、行政と 協力し て解決に向けて取り 組みます。 

 また、耕作放棄地などの所有者と 面談を 行い、有効活用でき ないか相談を 行います。 

 

【 目標（ 将来の姿）】  

 空き 家の状況を把握でき ており 、 耕作放棄地なども 有効に活用さ れており 、 地域の

環境が維持さ れています。  

数値目標 
R５  
現在 

R1 0  注 釈 

（ １ ） 空き 家調査の実施地区数 － １ ５ 区全て  

（ ２ ） 空き 家の定期的巡回 － １ ５ 区全て  

（ ３ ） 空き 家の利活用の推進 － 年３ 件 活用事例の講座など 

（ ４ ） 前より も 空き家問題に対する
関心が高まっ たと 感じ る住民の割
合 

－ 3 0 ％ 
Ｒ 1 0 年にアン ケート を
実施 

 

ＳＤＧｓの推進 

 ＜目標 1 1  住み続けら れるまちづく り を ＞ 

  空き 家を 適正に管理し て、 利用可能な空き 家は有効活用し ます。  

 

取組み内容・主に取り組む主体・スケジュール 
取組み項目 内 容 中心と なる 

主体 
R6  R7  R8  R9  R1 0  R1 1

～ 

５ -1   
空 き 家 の リ
スト アッ プ、
共有 
 
 
 

 各区と も 連
携し て 地域の
空き 家状況を
調査し 、 リ ス
ト 化する な ど
し て 情報を 共
有 
 

・ 産業・ 環境・
美化部会 

 
・ 区 

 

 

 

 

 

 

 

調 査 の

進 め 方

の検討 

 

 

 

 

 

空 き 家

調査・ 意

見交換 

 

リ ス ト

化・ 共有 

  

５ -2  
空 き 家 の 危
険 個 所 の 見
回り  
 
 

 リ ス ト ア ッ
プ し た空き 家
情 報 を も と
に、 台風前な
ど には危険個
所を 巡回し 、
場合によ っ て
は 行 政 へ 相
談。 活用につ
いて学ぶ。  

・ 産業・ 環境・
美化部会 

 

 

 

 

 

 

 

 

危 険 化

箇 所 巡

回・ 相談 

 

事 例 の

講 座 開

催など 

 

 

  

【プログラム５】 空き家の対策、環境の維持 



 

1 6  

５．これからの取組み 

取組み項目 内 容 中心と なる 
主体 

R6  R7  R8  R9  R1 0  R1 1
～ 

５ -３  
耕 作 放 棄 地
の活用相談 
 
 
 

 耕作放棄地
の実情を 把握
す る と と も
に、 所有者と
も 面談を 行い
な がら 有効活
用を 検討 
 

・ 産業・ 環境・
美化部会 

 

 

 

 

 

 

 

耕 作 放

棄 地 の

実 情 把

握 

 

所 有 者

と の 面

談 

 

 

有 効 活

用 の 検

討・ 試行 

 

 

参考 

 

図表 地域の「環境」について関心が高いこと 

（Ｒ４アンケート調査結果） 

 
 

 

 

  

34.3

26.1

23.6

20.4

19.8

10.1

7.5

4.7

4.1

4.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

②空き家、空き地

⑥交通

③田畑

⑤道路

⑨特になし

④ごみ問題

①住宅

⑧その他

⑦インターネット

無回答

n=318   (%)



 

1 7  

５．これからの取組み 

 

 

 

 

プログラムの目的 

 コ ミ ュ ニティ の持続性を 高めるため、 既存のイ ベント や行事を工夫し て世代間交流

を 充実さ せると と も に、 子育て世代のニーズを 把握し て地域全体で子育てを 支援する

こ と や、 子ども の視点に立っ た教育のために学校と の役割分担と 支援を行います。  

 また、 園芸やカ ラ オケ、 ゴルフ など住民同士の同好会活動支援を はじ め、 スポーツ

交流や健康づく り 講座を実施するこ と で、 みんなが楽し く 健康で暮ら せる地域を 目指

し ます。  

 

【 目標（ 将来の姿）】  

 みんなが楽し く 世代間交流と 健康づく り に取り 組み、 地域で子育てを支援するこ と

で、 地域に活気が満ち溢れています。  

数値目標 
R５  
現在 

R1 0  注 釈 

（ １ ） 世代間交流を工夫し た行事の
数 

３ 件 ５ 件 
町民会議主催の催し （ ウ
ォ ーキング、 象鼻山フ ェ
スタ 、 夏祭り など）  

（ ２ ） 子育て支援の取組みの数 １ 件 3 件 ニーズ把握から 実施 

（ ３ ） 健康づく り の行事の数 ２ 件 ５ 件 町民会議主催の催し  

（ ４ ） 前より も 健康づく り に対する関
心が高まっ たと 感じ る住民の割合 

－ 3 0 ％ 
Ｒ 1 0 年にアン ケート を
実施 

 

ＳＤＧｓの推進 

＜目標３  すべての人に健康と 福祉を＞ 
       みんなが健康づく り にいそし み、 世代間の交流も 楽し んでいます。  
 
 

取組み内容・主に取り組む主体・スケジュール 

 
取組み項目 内 容 中心と なる 

主体 
R6  R7  R8  R9  R1 0  R1 1

～ 

6 -1  
世 代 間 交 流
の推進 

 既存の行事
を 工夫し 、 世
代間交流を 企
画・ 実施 

・ 健康・ 福祉部
会 

 
・ 文化・ 教育部

会 

 

催 し の

工夫 

 

 

 

 

 

 

 

企画 

 

 

 

 

試行・ 開

催 

  

6 -2  
子育て支援・
相談 

 子育て 世代
のニーズ把握
と それに基づ
く 取組みを 推
進 

 ・ 健康・ 福祉
部会 

 
・ 文化・ 教育部

会 

 

ニ ー ズ

調査 

 

 

取 組 み

の検討 

 

 

 

新 た な

取組み 

 

   

【プログラム６】 世代間交流と子育て支援、健康づくりの推進 
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５．これからの取組み 

取組み項目 内 容 中心と なる 
主体 

R6  R7  R8  R9  R1 0  R1 1
～ 

6 -3  
学 校 と の 協
働の推進 

地域行事な
ど について 小
学 校 と の 懇
談、役割分担・
活動の検討 

・ 町民会議全
体 

 
・ 文化・ 教育部

会 

 

懇 談 の

実施 

 

支 援 開

始 

 

 

   

６ -4  
同 好 会 活 動
支援 
 
 
 

住民同士の
同 好 会 活 動
（ 園芸、 カ ラ
オケ、 ゴ ルフ
な ど ） に対し
て支援 

・ 文化・ 教育部
会 

 

支 援 内

容 の 検

討 

 

支 援 開

始 

 

 

   

６ -5  
健 康 講 座 の
開催 
 
 

 健康づく り
のための講座
や行事を 企画
し て 、 参加型
で開催 

・ 健康・ 福祉部
会 

   

検討・ 企

画 

 

試行・ 開

催 

 

本 格 的

な開催 

 

 

参考 

 

図表 「健康」について関心が高いこと 

（Ｒ４アンケート調査結果） 

 
 

30.2

26.4

26.1

20.8

20.8

18.6

6.0

4.1

2.2

1.6

2.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

⑧病院、通院

④介護

⑤運動不足

①持病

③認知症

⑩特になし

②障がい

⑥悩み、うつ

⑦ひきこもり

⑨その他

無回答

n=318  (%)
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６．計画の推進 

６ 計画の推進 

６－１ 参加者の拡大とみんなの連携、活動の見直し 

地域自治町民会議への参加者拡大と参加者の拡充 

地域には、 今まで地域活動に関心が低く 、 活動への参加経験が少ない住民も いま

す。 こ のため、 地域自治町民会議やその活動の魅力を 高めて参加者の輪を 広げなが

ら 、 気軽に参加し やすい活動を 進めて、 新たな人材の確保や若者、 若い世帯の参加

を掘り 起こ し ていく 必要があり ます。  

また、 日吉地域と つながり がある人々や、 関心を 持っ て活動に訪れる 人々など、

関係人口を 創出するこ と が課題です。  

 

地域自治町民会議と各団体との役割分担・連携 

こ の計画は部会における先行事業の成果を 生かし て、 ５ 年間で実施可能な取組み

について検討を進めたも のですが、 区を はじ め各団体の力なし では推進でき ません。 

一方、 各団体は地域を 支えるために活動を 重ねてき ており 、 団体相互が地域自治

町民会議の部会と し て連携するこ と や、 部会同士が連携するこ と により 、 明日の日

吉地域を切り 拓いていき ます。 さ ら に各団体では、 今までの取組み内容を 見直すこ

と や、 ほかの団体と 連携し て実施するこ と 、 地域自治町民会議と し て実施するこ と

を調整し て、 必要な活動の継続を 図るこ と が課題です。  

また、 各団体と も 、 誰も が参加し やすい活動に心がけ、 仲間づく り を 進めるこ と

が必要です。  

 

事業者の活動への参加 

今まで地域生活を 支えてき た事業者や、 他地域から 進出し てき た事業者は、 事業

活動に住民の理解を 得るこ と や地域の活性化が重要です。  

こ のため、 事業者を地域の一員と し て、 事業者に対し て活動の協力を 様々な形で

得ると と も に、 地域自治町民会議への参加を 積極的に呼びかけます。  

 

ほかの地域との連携 

室原地域は同じ 小学校区であり 、 また、 公民館活動も 一緒に行っ ており 、 連携し

ていく 必要があり ます。 また、 町内で既に活動し ている地域自治町民会議の動向を

把握すると と も に、 将来的には連携し た取組みを検討し ます。  

また、 日吉地域は養老スマート イ ンタ ーを 有し ており 、 こ れを 有効活用し て催し

などで広域的な交流を行う こ と を 展望し ていき ます。  

 

町などとの協働の推進 

地域のみでは解決でき ず行政の支援が必要な事柄については、 日吉地域と し て、

町に対し て協働の取組みを 提案し ます。 一方で、 町から 協働のまちづく り に関する

提案がある場合には、 こ の計画の内容を 照ら し 合わせながら 活動に反映し ていき ま

す。  

 

住民への情報提供と情報の共有 

地域自治町民会議は住民の快適な暮ら し を 実現する役割があると と も に、 一人ひ

と り の住民はそれを 担っ ていく 姿勢が必要です。  

こ のため、「 日吉地域自治町民会議」 による情報提供を 推進すると と も に、 住民へ
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６．計画の推進 

の直接の情報提供、 イ ンタ ーネッ ト 等を 活用し た情報提供を 充実し て、 さ ら に住民

に身近な区などの状況についてみんなで情報を 共有し ます。  

 

参考 

 

図表 インターネットの使用状況 

（Ｒ４アンケート調査結果） 

 
 

６－２ 計画の改善・見直し 

こ の計画は、 次年度の予算を 検討する根拠と なるも のです。 こ のため、 取組みの

進み具合について毎年度チェ ッ ク し 、 次年度の予算に反映さ せます。 あわせて年度

の節目などに、 住民の意見を得て次年度の取組みを 検討し ます。  

重要課題に関する新たな活動アイ デアが住民から 提案さ れた場合には、 計画期間

内でも 柔軟に取組み内容の改善や見直し を進めます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

63.2

2.2

26.7

7.9

n=318    (%)

①使用中 ②計画中 ③使用していないし、
今後も計画なし

無回答
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◇日吉地域の課題 

◇日吉地域の課題 

１．日吉地域の現状 

（ １ ） 日吉地域の位置と 地形 

日吉地域は養老町の北部に位置し ており 、 地域の南には一級河川牧田川が流れてい

ます。 当地域は牧田川により 形成さ れた扇状地ですが、 中世から 度々水害に見舞われ

てき ており 、 牧田川の流路が変わっ ています。 かつて牧田川は高田中学校付近を 通っ

ていまし たが、 1 5 6 6 年（ 永禄 9 年） の大洪水で橋爪付近から 直江付近が分流と し て

現在の河道と なり まし た。  

日吉地域の南宮山の東南端に位置する標高 1 2 9 ｍの象鼻山が西にそびえますが、

主要部分は平野を形成し ており 、 地域の東にかけて標高が低く なり 隣の室原から 下流

は輪中が形成さ れてき まし た。 また、 日吉地域の東部分などは、 現在でも 牧田川など

による浸水が懸念さ れます。  

なお、象鼻山の山頂には、弥生時代後期から 古墳時代後期（ 2 世紀中頃から 6 世紀）

に築造さ れたと 考えら れる前方後方墳・ 円墳・ 方墳など約 7 0 基の古墳群があり ます。

平成９ 年（ 1 9 9 7 年） から 平成 1 1 年（ 1 9 9 9 年） にかけて発掘調査さ れ、 箱型の木

棺内から は、 双鳳紋鏡１ 面と 琴柱形石製品３ 点、 鉄刀１ 点、 鉄剣６ 点、 鉄鏃 4 4 点以

上、 朱入り の壺１ 点が出土し ており 、 県下でも 有数の歴史資源と なっ ています。  

地域の交通条件では、 南北に県道 2 1 5 号、 東西に県道 2 2 7 号が通っ ており 、 名神

高速道路は養老サービスエリ ア・ スマート イ ンタ ーの利用が可能です。 一方、 公共交

通については、 養老鉄道美濃高田駅まで２ ｋ ｍ程度離れています。  

 
図表 日吉地域の概ねの範囲 

 

 
（ 出典） 国土地理院 
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◇日吉地域の課題 

図表 日吉地域と牧田川の洪水危険性 

 
  （ 出典） 養老町洪水ハザード マッ プ 牧田川（ 平成 3 1 年３ 月）  
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◇日吉地域の課題 

（ ２ ） 地域の歴史 

 日吉村は、 明治６ 年（ 1 8 7 3 年） の大小区制を 経た明治 2 2 年（ 1 8 8 9 年） に宇田

村、 橋爪村、 中村、 豊村、 安久村（ 堤外地を 除く ） の五ケ村が合併し て誕生し まし た。  

 昭和 2 9 年には、 日吉村など９ 村が合併し て養老町が発足し ています。  

日吉村は大正 1 0 年（ 1 9 2 1 年） には 3 6 5 戸、 1 ,9 5 4 人でし たが、 昭和 2 9 年に

養老町と し て合併し た時期には、日吉地区は 3 7 9 世帯、2 ,0 5 9 人と なっ ていまし た。  

 昭和 1 4 年（ 1 9 3 9 年） の岐阜県養老郡日吉村略図では、 集落と 河川・ 水路の様子

が分かり 、 農業基盤整備が行われる前の状況がう かがえます。 その後、 養老町内は伊

勢湾台風直後に圃場整備が進めら れ、 日吉地域では河北土地改良区が創設さ れて農業

基盤整備が進めら れてき まし た。  

また、 日吉地域の大部分は平坦で、 大垣市など周辺地域と の道路も 整備さ れてき た

こ と から 、 農地を転用し て製造業や商業施設が立地し てき まし た。 こ う し た状況のな

かでも 、 住宅地は旧集落を 中心と し て形成さ れてき ており 、 良好な居住環境や営農環

境が維持さ れています。  

 
図表  日吉地区古地図（昭和 14 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 （ 出典）  村上喜代志「 橋爪の歴史」 平成４ 年  
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◇日吉地域の課題 

（ ３ ） 人口・ 世帯数の動向 

日吉地域の人口は 1 ,6 3 0 人、 世帯数は 5 8 7 です（ 令和２ 年）。  

昭和 5 5 年から の人口の推移を みると 、 平成 1 2 年に 2 ,0 7 3 人と ピーク を迎え、

その後、 減少し ています。 世帯数は、 昭和 5 5 年から 平成 1 2 年まで伸びており 、 世

帯当たり 人員は低下を 続けています。 世帯数の伸びは、 婚姻後の世帯分離や世帯分離

し た家族が居住するこ と によるも のと 考えら れます。  

 
図表 日吉地域の人口・世帯数の推移 

 
（ 注） 国勢調査に基づく 町集計 

 

 

昭和 5 5 年から ５ 年ごと の人口、 世帯数の増加率を 見ると 、 日吉地域の増加率は養

老町と 同じ よう な傾向ですが、 日吉地域は平成７ 年から 1 2 年にかけて、 人口、 世帯

数の増加率が町を上回っ ているのが目立ちます。  

さ ら に、 平成 2 7 年から 令和２ 年にかけては、 日吉地域の人口増加率は－9 .0 % と

町より やや低く 、 世帯増加率は 4 .1 ％と 町より 高く なっ ています。  
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◇日吉地域の課題 

 
図表 日吉地域と養老町の人口、世帯数の５年ごとの増加率（％） 

 
 

図表 日吉地域と養老町の人口、世帯数と増加率（％）：再掲 
   

年 

S5 5

（ 1 9 8 0 ）  

S6 0

（ 1 9 8 5 ）  

H 2

（ 1 9 9 0 ）  

H 7

（ 1 9 9 5 ）  

H 1 2

（ 2 0 0 0 ）  

H 1 7

（ 2 0 0 5 ）  

H 2 2

（ 2 0 1 0 ）  

H 2 7

（ 2 0 1 5 ）  

R2  

(2 0 2 0 ) 

  

日 吉 

（ 町 集

計）  

人口 1 ,9 0 0  1 ,9 9 4  2 ,0 3 2  2 ,0 3 0  2 ,0 7 3  2 ,0 0 9  1 ,9 3 4  1 ,7 9 2  1 ,6 3 0  

増加率  4 .9  1 .9  -0 .1  2 .1  -3 .1  -3 .7  -7 .3  -9 .0  

世帯 4 4 1  4 6 8  4 8 5  5 1 3  5 4 9  5 5 6  5 6 1  5 6 4  5 8 7  

 増加率  6 .1  3 .6  5 .8  7 .0  1 .3  0 .9  0 .5  4 .1  

  

町 全 体

（ 国勢 

 調査）  

人口 3 1 ,3 7 2  3 2 ,9 1 9  3 3 ,1 0 2  3 3 ,6 9 4  3 3 ,2 5 6  3 2 ,5 5 0  3 1 ,3 3 2  2 9 ,0 2 9  2 6 ,8 8 2  

増加率  4 .9  0 .6  1 .8  -1 .3  -2 .1  -3 .7  -7 .4  -7 .4  

世帯 7 ,4 1 2  7 ,8 9 9  8 ,1 3 7  8 ,6 5 6  9 ,0 7 7  9 ,4 1 8  9 ,5 2 3  9 ,3 6 6  9 ,4 0 5  

増加率  6 .6  3 .0  6 .4  4 .9  3 .8  1 .1  -1 .6  0 .4  
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◇日吉地域の課題 

（ ４ ） アンケート 調査結果 

令和４ 年度に実施し たアン ケート 調査結果から 住民に関心が高かっ た項目を 整理

すると 、生き がいについては、仕事と と も に様々な趣味についての回答があり まし た。 

生活面では、 少子高齢化に伴い高齢者や子育て層のこ と 、 あるいは防犯面のこ と な

どが挙げら れまし た。  

環境面では、 空き 屋発生に伴う 問題、 さ ら に遊休農地発生など田畑の管理の問題が

挙げら れまし た。  

健康面では病院・ 通院や健康づく り のための運動などの関心が高く なっ ていまし た。 

防災については、 地震や台風、 豪雪と 幅広い災害への対策を 求める意見が挙げら れ

まし た。  

子育てについては、 遊び場や交通事故や防犯についての意見が目立っ ていまし た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 課題と方向性のキーワード  二重線：アンケートで特に関心が高かった項目 
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◇日吉地域の課題 

２．日吉地域の主要課題 

日吉地域の現状やアン ケート 調査結果、 さ ら に、 役員会における 意見交換から 、

日吉地域の主要課題は次のよう に整理するこ と ができ ます。  

 

少子高齢化と人口減少の抑制 

 日吉地域においては、 町全体の傾向と 同様に少子高齢化と 人口減少が進んでいま

す。 地域の人口は少なく 、 小ぶり な地域を形成し ており 、 地域社会を持続するため

には人口減少の抑制が必要です。 こ のこ と は、 地域における様々な取組みと 関わる

と 十分に捉えるこ と が必要です。  

 

高齢者等の弱者が暮らし続けることができること 

 ますます増えていく 高齢者には、 でき るだけ自立し た生活をおく っ ていただく こ

と が必要ですが、 健康上の理由などで日常生活に支障がある高齢者も 徐々に増えて

いると 見受けら れます。 また、 高齢化にと も なう 運転免許の返納により 、 高齢者の

ための交通手段の利便性向上が課題です。  

 こ のため、 身近な地域で生活支援が必要な高齢者等の弱者・ 世帯が快適に暮ら し

続けれる地域づく り が課題です。  

 

美しい地域環境を維持することが課題 

日吉地域は都市部と 比べれば美し い環境が保たれていますが、 それでも 雑草が茂

っ て十分に管理さ れていない道路や農地などにはごみのポイ 捨てが見ら れ、 美化す

るこ と が課題です。  

一方、 地域環境のみなら ず地球環境にも 配慮するこ と が求めら れる時代になっ て

おり 、 家庭から のごみを 少なく するこ と や、 でき るだけ資源を大切に使う ラ イ フ ス

タ イ ルに転換するこ と が課題です。  

  

地域の貴重な歴史文化資源の継承 

住民の尽力も あり 保存さ れてき た象鼻山の山頂付近の象鼻山古墳群は、 有数の歴

史文化資源です。 地域の歴史を みると 、 水害が度々あっ たこ と から 、 水田など営農

環境を 整える努力が重ねら れてき まし た、  

こ う し た歴史文化や自然の良さ は住んでいると 忘れがちになるため、 地域の資源

を再発見するこ と や子ども の頃から 地域を知るこ と が課題です。  

 

災害への備え、災害時の対策 

日吉地域や養老町では近年、 豪雪により 交通や子ども の通学などに支障をき たし

ています。 また、 伊勢湾台風を はじ め台風や豪雨による浸水被害が発生し てき まし

た。 さ ら に、 南海ト ラ フ 巨大地震の発生など地震災害についても 懸念が高まっ てい

ます。  

こ のため、 住民一人ひと り が災害に備えるこ と や、 地域においても 避難などの対
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策を 今以上に進めるこ と が課題です。  

   

空き家や耕作放棄地の対策 

住民に身近な地域において空き 家が目に付く よう になっ ており 、 子ども の世帯分

離と 居住者の高齢化に伴い空き 家が増加するこ と が予測でき ます。 空き 家が管理さ

れない場合には、 地域環境の悪化を招き 、 また、 災害時に倒壊するこ と などの危険

性があり ます。 こ のため、 空き 家の状態に応じ て管理を的確に行う こ と や、 状態が

良い空き 家は活用を 図るこ と が課題です。  

また、 耕作放棄地に関し ても 、 空き 家同様、 その管理や活用が課題です。  

 

住民の交流と子育てしやすい環境づくり 

住民の生き がいや楽し みは多様な趣味、 活動に及んでおり 、 生活圏も 拡大し てき

まし た。 こ のため、 地域での今までの催し に参加し やすく するこ と や、 世代を 超え

て楽し み、 交流するこ と が課題です。 さ ら に、 地域社会と し ての持続性や活力を 高

めるためには、 子ども を 生み育てやすい環境づく り を 地域が一体と なっ て取り 組む

こ と が課題です。  

また、 高齢になっ ても でき るだけ自立し た生活を 過ごすこ と ができ るよう に、 子

ども の頃から スポーツに親し むなど、 健康づく り にいそし むこ と が課題です。  

 

交流と連携 

 小ぶり な日吉地域の地域力を 高める ためには、 住民相互の絆づく り がも ち ろ ん、

若い人材の掘り 起こ し や企業も 含めた多様な主体のまち づく り への参加、 さ ら に、

地域外と も 力を合わせるこ と が課題です。  

 

 

 

  


